
.通 告 No. 

 
一般質問通告書 

議  長  局  長  副局長  係  長  係  

     

平成２９年第１回定例会 

（   月   日   時   分受付） 

下記の件について、一般質問の通告をいたします。 

平成 29 年  2 月 10  日 

 

質問議員氏名  野 中  弥 生   

 

新座市議会議長 様 

記 

資料の 

映 写 

執行部ヒアリング日時 

※ ２月１６日（木）議運終了後～２月２１日（火） 

までにお願いします。 

（収受印） 

 

有 

        

2 月 20 日（月）  10 時  ～ 12 時 
        

件  名 要       旨 答 弁 者 映写 

１交通安全問

題 

１ 「自転車活用推進法」について 

昨年末「自転車活用推進法」が成立しました。自

転車走行空間整備、ルール徹底等について、新座市

の取組を伺います。 

⑴ 自転車道（自転車専用道、自転車専用レーン、

自転車ナビマーク・矢羽根マーク・ピクトグラム

等の路面標示を含む）の設置について 

ア 市道第５３－５７号線の安全対策について 

市道第５３－５７号線の両側に自転車ナビ

マークを設置することにより、自転車の左側通

行を促すことができ、水道道路との交差点の安

全対策にも有効と考えますが、市の考えを伺い

ます。 

イ 自転車ナビマークの設置について 

自転車ナビマークを設置することにより、歩 

市長  

 

 

 

○ 

※ 答弁者欄は、市長又は教育長を指名しても関係部長を含むものとします。 

（ １ ） 



件  名 要       旨 答 弁 者 映写 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２教育問題 

道整備のための拡幅ができない狭い道路でも

歩行者の安全を確保することができます。計画

的に整備していくべきと考えますが、市の考え

を伺います。 

⑵ 縁石・水路一体型道路構造物（小型水路内蔵型歩

車道境界ブロック）の設置について 

市内の道路では、Ｌ型側溝やエプロンブロックが

多く整備されていますが、この場合、自転車通行中

にエプロン部の勾配によりタイヤを滑らせたり、エ

プロン部と道路との段差にハンドルをとられるこ

とがあり大変危険です。安全な路側帯を確保するた

めにも、小型水路内蔵型歩車道境界ブロックを積極

的に設置すべきと考えますが、市の考えを伺いま

す。 

⑶ 自転車利用者へのルール、マナーの徹底について 

自転車ルールブック等を作成し、配布してはどう

でしょうか。また、自転車販売店の協力を得て、購

入者へ自転車利用に関するマナーの啓発活動がで

きないでしょうか。市の考えを伺います。 

⑷ 「自転車活用推進計画」「自転車走行空間整備計

画」の検討と「全国自転車問題自治体連絡協議会」

への加入について 

今法案の中で、自治体の努力義務として「自転車

活用推進計画」策定が明記されましたが、市として

も策定すべきです。また、可能なところから自転車

走行空間を整備していくための「自転車走行空間整

備計画」の検討もすべきです。さらに、「全国自転

車問題自治体連絡協議会」等に参加して、自転車の

走行を含めた市の安全な道路環境について研究を

進めるべきと考えますが、市の考えを伺います。 

１ 日本語の理解が充分でない帰国・外国人児童・生徒

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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３福祉問題 

への支援について 

子どもの権利条約、学校教育法に鑑み、以下の点に

取り組むべきと考えますが、市の考えを伺います。 

⑴ 日本語初期指導の実施について 

来日後、学校に編入学するまでの約３か月間で、

学校生活に必要な日本語及び日本の習慣等につい

て知識の習得が必要です。市としてボランティア団

体に協力を依頼できないか、見解を伺います。 

⑵ 小・中学校での日本語の取り出し指導について 

週１回、２時間程度では授業についていくだけの

日本語を習得できません。現状、課題、今後の取組

について、市の考えを伺います。 

⑶ 相談支援体制の充実について 

保護者の日本語の理解力不足によって、学校生活

への適応不足や進路指導に影響が出ることがあり

ます。保護者と児童・生徒への相談支援体制に関す

る現状、課題、今後の取組について、市の考えを伺

います。 

１ ネウボラについて 

妊娠から出産、子育てへの切れ目ない支援体制の充

実について、市としてどのように取り組んでいくのか

伺います。また、子育て支援センター業務について、

看護師・保健師の常駐、母子手帳の交付等、更にサー

ビスを拡充できないか、市の考えを伺います。 

２ 放課後児童保育室の備品について 

放課後児童保育室支援員の方から、緊急時に視覚か

ら情報を得られるテレビ及び事務作業負担軽減のた

めのパソコンについて設置要望がありました。市の考

えを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 
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